
(１) 熊本市の人口動向

参考資料2-２

■市の人口は減少局面に入り、今後は少子化と高齢化の進行が顕著になる見込み

・市全体の人口は約73万人。2020(R2)年国勢調査において戦後初めての減少となり、将来推計では2035(R17)年には約71万人(-4.4％減少※)、2045(R27)年には
約67万人(-9.4％減少※)まで減少見込み

・年代別では、年少人口は1985(S60)年頃から、生産年齢人口は2000(H12)年頃から減少が続いている
一方で、老年人口は増加傾向が継続しており、R2(2020)年には、総人口の約４人に１人が65歳以上の高齢者となっている

２．調査対象地区の現況

１） 人口・世帯

■年代別人口の推移と推計 出典：実績は国勢調査, 推計は日本の地域別将来推計人口 令和５(2023)年推計(国立社会保障・
人口問題研究所)、合併に伴う旧市町村単位の人口を現在の市域に組み替えた人口
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※出生：社人研「地域別将来推計(2023)」の仮定値
(子ども女性比・性比)を設定

死亡：社人研「地域別将来推計(2023)」の仮定値
(生残率)を設定

転出入(移動)：社人研「地域別将来推計(2023)」
の仮定値(純移動率)を設定

※追加
（人口の自然増減と転入超過）
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